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因子分析による看護学生の老人像に関する研究

松岡　緑 西田真寿美 関　文恭
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Students　on　the　Basis　of　Factor　Analysis

Midori　Matsuoka　Masumi　Nishida　Fumiyasu　Seki

は　じ　め　に

　核家族化が進んでいる今日，老人と同居する

ことが少ない現代の若者はどのように老人を捉

らえているのであろうか。高齢化社会が近い将来

到来することは，人口構成比によっても明らか
であり1勉高齢者への医療問題とも密接にかか

わってくるであろう。

　その点，アメリカにおける老年看護学の体系

化，および看護教育への対応はかなり進んでい

るが2），わが国の現状は必ずしも満足すべき状

況とはいえない。しかし，1978年東京に於け

る国際老年学会の開催と軌を同じくして，わが

国でも老人看護教育の体系化への新しい動きが
始まってきfl　7）8）16）3）6）12も

　そこで，著者らは老人看護への対応の具体的

な方策を求めるアこめの第一段階として，看護学

生が老人に対してもっているイメージの因子分

析を試みた。同時に老人の特徴を捉らえる評価

尺度を作成する際の基礎的データを得ることを

目的とした。

対象および方法

1．調査対象

　九州大学医療技術短期大学部門護学科1年

（69名），2年（69名），3年（71名），計

209名（すべて女子）を対象としアこ。これら

看護学生のうち老人との同居経験者（現在同居

九州大学医療技術短期大学部

しているものと限らず，過去に同居したことが

あるものを含む）106名，非同居者103名で

あった。

2　調査方法

　看護学科1カ年は，成人看護概論の授業で老

年期の特徴及び老人を題材にした小説（有吉佐

和子著，「悦惚の人」，深沢七郎著，「楢山節

考」他等）を読み，グループ・ディスカッショ

ンと全体討議を行った。これより3週間を経過

しアこ時点（1980年2月）でアンケート調査を

実施した。

　看護学科2年生と3年生は，すでに1年分の

時点で成人看護概論の授業・その他関連諸科目

で老年期の特徴を学習している。そこで，

それぞれ他の科目の授業時に74項目から

なるアンケート（資料参照）に回答を求め

lt　o

　老人の特徴を身体的，心理的，社会的な観点

から捉らえることを考慮して質問項目を作成し

た。質問項目は身体的特徴13項目，心理的特

徴24項目，社会的特徴25項目，その他12

項目である。

　各質問項目には，最も否定的な傾向の反応に

1点，最も肯定的な反応に5点を与えて尺度化
　　　　　　　　　　　　　　　　15）
し，SD法（Semantic　Diferential）　　　　　　　　　　　　　　　　　を用いて

測定した。

　以上のデータから相関行列を算出し，主成分の

分析を実施し，バリマックス回転（4因子解）

を行っr。数値計算には，九州大学大型計算機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）
センターFacom　M－190を使用し，　SPSS

により計算処理を行っπ。
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　　　　　　結果および考察

　バリマックス回転後の結果の一部を表1，表

2，表3に示した。因子負荷量．500以上の高

い負荷量をゴチック体で示し，これを解釈基準

とした。

1．同居学生のイメージ（表1）

　まず，老人と同居した経験のある学生がもっ

ているイメージの因子分析結果と解釈を試みる。

　表1によれば，高い因子負荷量をもつ項目は，

第1因子30項目，第皿因子5項目，第皿因子

4項目，第】V因子2項目であった。全分散に対

する各因子の寄与率は，第1因子25．0％，第ll

因子8．8％，第皿因子5．0％，第W因子4．5％であ

り，第1因子から第IV因子で占める寄与率は

43．3％であっアこ○

　第1因子に高く負荷した項目は，「迷惑」

「軽蔑」「憎しみ」「いじめる」「恩しらず」

「険悪」「傲慢」「浅い」「信頼できない」

「恥しらず」「人生の反面教師」……等の30

項目であった。これらの項目は，老人の社会的，

心理的特徴を示す因子である。学生は老人を迷

惑な存在として捉らえ，かつ暗く自己中心的

性格を感じとっていると解釈される。

　第皿因子に高く負荷した項目は，「はげ頭」

「しわ」「よぼよぼ」「鈍い動作」「物忘れ」

の5項目であった。これらの項目は，老人の身

体的特徴を示す因子である。老人に対して学生

は肉体的な衰退を特徴的に捉らえているとい

えよう。

　第皿因子で，高い負荷量を示した項目は「過

去の経験を重んじる」「不適応」「固定的」

「保守的」の4項目であった。これらは老人に

対する総合評価の因子であり，学生は老人に，

固定的で保守的かつ不活発なイメージを抱いて

いると解釈できよう。

　第】V因子に高く負荷する項目数は少なく，か

つ寄与率も4．・5％なので残余の因子として解釈し

ないことにした。

2．非同居学生のイメージ（表2）

　次に，老人と同居した経験をもたない学生が

もっているイメージを解析してみると，表2

のごとく，高い負荷量をもつ項目は，第1

因子14項目，第H因子6項目，第皿因子10

項目，第N因子6項目であった。全分散に対す

る各因子の寄与率は第1因子22，8％，第皿因子

7．8％，第皿因子5．・3％，第N因子4．8％であり，

第1因子から第N因子で占める寄与率は40．・7

％であった。

　第1因子では，「迷惑」「軽蔑」「憎しみ」

「冷淡」「敗北者」「悪い」「厄介者」……

等14項目が高い負荷を示した。これらは老人

の社会的特徴を示す因子である。学生にとって

老人は迷惑な存在であり，軽蔑していると解

釈されよう。

　第ll因子に，高く負荷した項目は，「依存性」

「孤独」「不安・恐怖」「無気力」「甘えが強

い」「世話がかかる」の6項目であっアこ。これ

らは老人に対する総合評価の因子である。学生

は孤独で依存性の強い人間像を老人にみている

といえよう。

　第皿因子で高い負荷量を示したのは，「僻み

つぽい」「愚痴っぽい」「薄汚い」「疑い深い」

「険悪」等10項目であった。これらの項目は

老人の心理的特徴を示す因子である。老人は暗

くかつ僻みやすい性格と学生は捉らえていると

解釈されよう。

　第N因子では，「鈍い動作」「物忘れ」「し

わ」「老眼」「腰がまがる」「白髪」の6項目

が高い負荷量を示した。これらの項目は老人の

身体的特徴を示す因子である。学生は老人に対

して，肉体的な衰えを象徴的にみているといえ

よう。

5．同居学生と非同居学生のイメージの比較

　　（表5）

　同居学生と非同居学生のイメージ比較を表3

に示した。非同居学生では，老人の社会的特徴

（第1因子）と心理的特徴（第皿因子）とがは

っきり分かれている。これに対して，同居の経

験のある学生では第1因子において老人の社会

的特徴と心理的特徴が混じり合い連続性をもっ

ていることがわかる。

　このことは，非同居と同居の学生の間に老人

の捉らえ方に差があるとみられる。すなわち，
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非同居の学生は，老人の特徴を記述された参考
文献1）5）13）どおり紋切型に「身体的」「心理的」

「社会的」特徴として観念的に分離して捉らえ

ていると考えられる。これに対し，同居の経験

のある学生は，老人に対して感情的・実感的

な捉らえ方をしており，特徴を「心理的」「社

会的」と分離せずに一体化したものとして捉ら

えていると考えられる。

　全般的に，学生は老人を迷惑な存在として軽

蔑し，また，暗くかつ自己中心的な性格をもつ

者として捉らえているが，身体的には衰退して

いるという理解が足りないといえよう。

　従来の文献1）6）9）13）14）では，老人の特徴を

「身体的」「心理的」「社会的」の三因子から

のみ捉らえていたが，今回の調査で以上の三因

子に加えて「総合評価」という因子が追い出さ

れた。

　以上の結果をもとに，今後の老人看護もしく

は教育における指針に寄与せしめる方策を二・

三考察してみると次のようであるQ

①老人は身体的に衰え脆い者であることを充

　分認識させ，その対処の仕方を実践的に教育

　する必要がある。

②老人を社会的に厄介な存在として受けとめ

　ている傾向があるので，老人の役割の位置づ

　けなどで社会的に再評価するよう心がけなく

　てはならないQ

③教育の場において老人に関する文献を利用

　する際は，上記2項のことを留意しつつ，個

　定的なイメージまftは既成概念をもって，老

　人を捉らえないよう補足していく必要がある。

　　　　　　　　要　　　約

　九州大学医療技術短期大学部の看護学生（女

子）209名を対象として，老人に対するイメー

ジを調査した。

　主な結果は次のようであった。

1．従来の文献による老人の特徴は「身体的」

　　「心理的」「社会的」という三因子のみで捉ら

　えられていたが，今回の調査で上記の三因子le

加えて「総合評価」という因子が見い出された。

2．老人との同居経験をもつ学生と非同居の学

生との間には，老人に対するイメージの差異が

みられた。すなわち，非同居の学生は，参考文

献に記述され1’1型通りの分類「身体的」「心理

的」「社会的」な特徴そのままのイメージを抱

いていT。これに対して，同居経験を有する学

生のそれは，一 ﾐ会的」と「心理的」が混合連

続して表われており，感情的一実感的なイメ

　ージを抱いていft。
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表1．　Varimax回転後（4因子解）の因子負荷量：同居群（N－103）

因　 子　 負　 荷　 量

項 目

1 皿 皿 rv

h2

68迷　　　惑
67軽　　　蔑
70憎　 し　み
71苛　 め　

る

52恩　し　ら　ず

69険　　　悪
25傲　　　 慢

75浅　　　 い

72信頼できない

28恥知らず
73悪　　　 い

51ぶしつけ
63　人生の反面教師

65敗　北　 者

21疑い深い
64無　　　 知

17意　 地　 悪

61冷　　　 淡

37陰　　　 険

59役立た　ず
50だらしない
24自己中心的
19僻みつぽい
33　旧きせがましい

74き　び　し　い

29我　が　儘
30こ　せ　こ　せ
18厭 が　ら　せ

22怒りっぽい
20頑　　　 圃

6は　 げ　 頭

4し　　　　わ
13よ　ぼ　よ　ほ1

10鈍い動作
11物　忘　れ
48　過去の経験を重んじる

46不　適　応
77固　定　的
47保　守　 的

60哀　　　れ
45無　気　 力

．744

．724

．718

．6　95

．688

．6　87

．6　71

．6　57

．6　52

．657

．6ろ6

．6　29

．629

．617

．617

．616

．614

．612

．6　05

．5　96

．591

．588

．568

．5　55

，552

．527

．526

．526

．526

．501

一．O　0　9

．098
．1　57

．1　09

046
一．1　53

247
．0　95

＝075
172

055

一，090

一．014

一．062

一．013

一．2　53

．O　85

．2　15

一．1　53

一．115

．206

一．025

．1　19

．043

．031

一．e　os

一．022

．2　73

．2　73

．2　34

．011

．2　62

097
．2　43

．2　50

．086

169
．2　85

．334

．177

．278

．616

．610

．5　86

．5　85

．549

．2　39

．1　62

140
．1　89

．O　05

．1　09

．068

．O　02

．041

一．142

．089

．089

．242

一．0　2　3

．249

193

．166

．076

一．0　4　2

一．272

．3　87

一　058

208

．208

308

045

．121

．4　79

．3　31

．364

063
．2　76

．2　07

．2　52

．347

．263

＝016
一．O　21

055
．108

．221

．6　85

．58ろ

．520

．510

199
379

．075

．2　38

．035

，1　19

一．022

185
一．2　2　4

一．1　O　1

058
007

一一 D019

313

．060

．344

一　038

291

一　022

一　022

080
444

．456

000
一　038

一　097

一　087

059
133

065
一　190

053
066
一　032

266
一　014

一　020

．174

223
一　061

211

．596

．549

．572

．5　82

．522

．515

546
．522

606

466

．505

486
434

．515

403
．575

533

．469

．496

．4　95

．521

．556

．642

．584

493

510

．302

386

419
457

465
400
384

．383

442
364

353
．579

．4　78

303

346
．4　25

461

因子分散　18．482　6．527　3．678　3．349　32。036
寄与率（％）　25．0　　8，8　　5．0　　4．5　 43．3
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表2　Varimax回転後（4因子解）の因子負荷量：非同居群（N＝106）

項 目

1 Il m

h2

68迷　　　惑
67軽　　　蔑
69険　　　悪
70憎　 し　み
61冷　　　淡
65敗　北　者
73悪　　　 い

57厄　介　者
71苛　め　る
72イ昌牽負一Cl’きなし・

59　　各と　　 tfl’　　アこ　　 『ず

63　人隼の反面教帥

75浅　　　い
76単　　　 純

44依　存　性
54孤　　　独
39不安・恐怖
45無　気　力
43甘えが強い
58世話がかかる

19僻みつほい
23　 愚　 疾肩　　っ　　‘£　 L・

14　 薄　　 涯ゴ　　オ£　　 L・

21　 疑　　 L、　　深　　 し・

37陰　　　険
24自己中心的
18厭　か　ら　せ

25傲　　　慢
20　 雇夏　　　　　　　　　　［tf通

17意　 地　 悪

10鈍い動作
11物　忘　れ
4し　　　　わ
7老　　　眼
9腰がまがる
5白　　　髪

．809

．7　84

．7　e9

．6　96

．6　86

．6　66

．6　61

．652

．629

．6　29

．625

．615

．565

．522

．310

．2　3e

．213

．201

．320

482

一一 DOO8

＝081

157

一　ooo

．：s　．r）　7

．199

．2　54

．3　06

一．016

．2　62

0｛　1

004

023

．O17

．O　02

．0　34

．062

．O　31

．186

240
一．i　2　8

．0　89

，4　21

．070

228

．1　5i

248

一．072

．211

＝161

．606

．5　88

．569

．545

．5　52

．519

．0　95

．304

t．@．O　4　4

048

．1　80

391

120

．3　0　9．

29．　q．

．1　4｛

一．O　1　5

236

．022

108

．1　46

一．044

．1　46

．174

216

．1　77

14　9．

・一@．O　1　6

204

．2　91

．090

310

］｛1

046

055

一　ooo

．116

142

107

1　5’　6

059

094

．6　40

617

．600

．5　94

592

546

525

．506

505

505

118

254

一　034

一　OOI

．228

036

．1　46

．0　20

158

138

035
一．o　r）　s

．114

．1　00

．0　33

．048

115
一．1　：1　7

．060

．113

312

005

．008

．018

．1　84

．1　8　9．

240
一一@012

313

216

．100

．o　so

136

一　01　9．

．1　23

142

．7　22

．6ろ1

．6　09

．551

．544

．5ろ4

701

647

．610

．593

．．rC　10

．455

670

．4　99

．4　57

．517

500

．4　04

371

．311

575

419

．381

．360

4　‘2　3

Jr　46

477

481

．485

403

521

493

374

．tl　46

．360

．365

544

．520

374

316

369

．290

因子分散　16．873　5．784　3．943　3．560　30．160
寄与率（％）　22．8　　7．8　　5．3　　4．8　 40．7
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表a　同居群と非同居群の因子構造の比較

項 目 同　居

4　し　　　　わ

10鈍い動作
ll物　忘　れ
6は　 げ　 頭

13よ　ぼ　よ　ぼ
9腰がまがる
5臼　　　髪
7老　　　眼
14薄汚ない23　　愚　 痴　　っ　　‘Er）　し、

17意　 地　 悪

18厭がらせ
19僻みつぽい
20頑　　　固
21疑い深い
24自Ll中心的
25傲　　　慢
37陰　　　険
29　　手晃　　　　 力≦　　　　奮藍

33　長きせがましい
22　　怒　　り　　っ　　‘ま’　L、

28恥しらず
30　こ　せ　こ　せ

50だらしない
51ぶ　し　つ　け
59　　そ黛　　 立　　 プこ　　 す

61冷　　　 淡

63　人生の反面教師

65敗　北　 者

67軽　　　 蔑

68迷　　　惑
69・険　　　悪
70憎　 し　み
71苛　め　

る

72信頼できない
73悪　　　 い

75浅　　　 い

52恩　し　ら　ず
64無　　　知
74き　び　し　い
57厄　介　

者

76単　　　純
60哀　　　れ
45無　気　 力

54孤　　　独
39不安・恐怖
43甘えが強い
44依　存　性
58世話がかかる
47保　守　的
48　過去の経験を重んじる

46不　適　応
77固　定　 的

第
II

因

子

1

因

子

．6　10

．583

．549
．6　16

586

第

畠「
子

．614

．526
．5　68

．501

617
．588
．6　71

．6　03

．527

．5　53

．5　26

．637

．526
．5　91

．629
．5　96

612
．6　29

．6　17

．7　24

744
．6　87

．7　18

．6　93

652
．636

．657

．6　88

．6　16

．5　32

596
549

靴iii
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非同居
第

rv

因

子

第

皿

因

第

1

因

子

第
fl

因

子

．609
．7　22

．631

．5　44

．5　34

．551

600
．617

503
．525

640
505
．594

．546

．506

592

1623
．686

．615

666
．7　84

809
709
696
629
629
．661

565

632
522

543
588
569
532
606
519
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一図　料一
　　　　　　　　　　　老人に対するイメージ調査

　　このアンケート調査は，老人看護についての教育の基礎資料となるものです。

　　みなさまの老人に対するイメージをありのままお答えFさい。次の設問について該当すると思われる答

　えの番号をO印で囲んで下さい。御協力をお願い致します。

I

　L

　2

　　「＝肩（

皿

4．し　　　わ

5．臼　　　髪

6．は　げ　頭

7．老　　　眼

8．耳が遠い

9．腰がまがる

10．鈍い動作

11．物　忘　れ

12．老　　　醜

13よぼよぼ

1　4．薄　汚　い

15．不　　　潔

　あなたは看護学科の何年生ですか。

　1．　1年生　　2　2年生　　3．　3年生

　あなたは臨床実習で老人の思者を受け持ったこと

がありますか。

　1．　はい　　　2　いいえ

　あなたは，おじいさま，またはおばあさまと同居

したことがありますか。

　1．　はい　　　2　いいえ

）才 何（

　か

）才頃

老人のイメージについておたずね致します。

非

常

1こ

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

か

な

り

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

どい

らえ
ら

とな

もい

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

な

り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

非

常

に

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

張りのある
皮　　　膚

黒　　　髪

ふさふさし
た髪

よく見える

よく聞える

姿勢がよい

敏　　　捷

記憶力がよ
い

枯れた美

かくしゃく

小綺　麗

清　　　潔

16．弱く脆い

1　7．意　地　悪

18．厭がらせ

19．僻みっぽい

20．頑　　　固

2L疑い深い

22．怒りっぽい

23．愚痴っぽい

24．自己中心的

25．傲　　　慢

26．短　　　気

27．厚かましい

28．恥しらず

29．我　が　儘

30．こせこせ

31．お　喋　り

32．く　ど　い

・・騨せがま

非

常

に

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

か

な

り

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

どい

ちえ
ら

とな

もい

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

か

な

り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

非

常

VC

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

強く逞しい

親　　　切

物分りがよ
い

素　　　直

柔　　　和

信じやすい

我慢強い

器。さ諮

思いやり

控　え　目

気　　　長

遠慮深い

折り目正し
い

従　　　順

穏　や　か

無　　　口

さっぱり

さりげない
親　　　切
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　　　　非かどいか非
　　　　常なひな常
　　　　　　とな
　　　　番こ　　　り　　をL、　　り　　　eζ

34．心配性1　2　3　4　5

3　5．おせっかい　　1　2　　3　　4　　5

36．陰　気12345

37．陰　険12345
38．悲観的　1　2　3　4　5

39．不安・恐怖　　1　2　3　　4　5

40，寂しい　1　2　3　4　5

41．懐古趣味　1　2　3　4　5

楽天家

無関心

明　 朗

優しい

楽観的

安　 心

陽　 気

新しいもの
好き

　　　　　　　　　　い

44．依存性　1　2　3　4　5　自　立性

4　5．無気力1　2　3　4　5 活　力

46．不適応1　2　3　4　5順　応

47．保守的　1　2　3　4　5　進歩的

・・響款櫻12345紮儒
49．見解が狭い　　1　　2　　3　　4　　5　広い視野

5　O．だらしない1　2　3　4　5　律気者

51．ぶしつけ　　1　2　　3　　4　　5　礼儀正しい

52，恩しらず　1　2　3　4　5　義理堅い

53疎外感　1　2　3　4　5　連帯感

54．孤　　独　1　2　3　4　5　仲　　間

55．ケ　チ12345気前がいい

42，消極的1　2　3　4　5　積極的i64．無
　　　　　　　　　　　　　e
、3．．ttえが強い12345独立心が強1・5．敗北者1

　　　　非かどいか非
　　　　常な躯な常
　　　　　　とな
　　　　1こ　　　り　　をし、　　り　　　昏こ

56．貧　乏12345
57．厄介者1　2　3　4　5

・三三がかか・23・5

59役立たず　1　2　3　4　5

60．衷　　れ　1　2　3　4　5

61．冷　　淡　1　2　3　4　5

　トラブル・
62　 メーカー　　1　　2　　3　　4　　5
（かきまぜ屋）

・壌生の噸12345

　　　知　1　2　3　4　5

　　　　　2　3　4　5

・・覧者への偏12345

67．軽　　蔑　1　2　3　4　5

68、迷　　惑　1　2　3　4　5

69．嫌　　悪　1　2　3　4　5

70．憎しみ　1　2　3　4　5

71．苛める　1　2　3　4　5

・・儲できな12345

73悪　L、12345
74．きびしい　1　2　3　4　5

75．浅　L、12345

7　6．単　純12345

77．固定的1　2　3　4　5
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豊　 か

なくてはな
らない人

扱いやすい

役に立つ

堂　 々

世話好き

まとめ役

人生の先輩

知恵者

功労者

理解者

尊　 敬

感　 謝

好　 感

親しみ

いたわる

信頼できる

良　 い

やさしい

深　 い

複　 雑

流動的


